
 

 

第６学年 国語科  

児童の実態（7月現在） 
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＜指導方法の課題＞ ＜具体的な授業改善策＞ ＜補充・発展指導計画＞ 

[課題設定] 

初発の感想や疑問点などを基に
して、児童が自分たちで課題づ
くりをしていくよう心掛けてい
るが、まだ教師主導となってし
まうことが多い。 

[課題設定] 

今後も初発の感想や疑問点など
を基にして、児童が自分たちで課
題づくりをしていくことを続け
る。 

[補充的な学習指導] 

・週末に日記の課題を設定

し、自分の生活について伝

えたいことを正しい文章に

して書く力を養う。 

・個別で指導する時間を確

保する。 

[学習形態] 

課題に応じてはグループでの交
流を経て全体での交流にしてい
った。ノートなどに良い考えが
書いてあってもなかなか全体の
場で発言しないことがある。 

[学習形態の工夫] 

自分の考えに自信をもち、表現で

きる雰囲気になるように声かけ

をしていく。 

[発問・指示・板書計画] 

今何をすればよいのかを明確に
する。多様な考えを引き出せる
ような発問を工夫する。 

[発問・指示・板書の工夫] 

児童が写す板書の量が適量にな
るようにし、自分の考えを深める
時間を確保する。 

[発展的な学習指導] 

・調べてまとめる学習の時

に、必要な部分を書き出す

という点で、文章が長くな

りすぎないように声をかけ

て指導する。 

 

[教材の活用] 

デジタル教材を十分に活用でき
ていない。 

[教材の工夫] 

動画などを積極的に活用してい
く。 

[評価の方法] 

ノート、各種テスト、発言等 

[評価の工夫] 

ノート、各種テスト、発言等、多
面的に評価していくことを継続
していく。 

＜評価・修正＞ 

[評価]  

ノートに書いて自分の考えを表現できる児童は増えてきた。 

[修正] 

手を挙げてその場で全体に対して自分の考えを表現できる児童が、限定されている。全体に考

えを伝える意味についても指導していく必要がある。 

＜実態の分析＞ 

観点別結果の分析 

（話す・聞く）おおよその内容は掴める

が、細部の聞き取りが不十分な傾向があ

る。 

（書く）主語述語の違いや、順序を表す言

葉など、基本の理解が不十分な児童がい

る。 

（言語）漢字の読み書き、言葉のきまりに

ついてよく理解している。 



 

 

第６学年 算数科  

児童の実態（７月現在） 
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＜指導方法の課題＞ ＜具体的な授業改善策＞ ＜補充・発展指導計画＞ 

[課題設定] 

実態に合った学習課題を提示

できていない。 

[指導] 

習熟度に合った学習課題を設定

できるようにする。 

[補充的な学習指導] 

個別で指導する時間を確

保する。 

 [学習形態] 

自分の考えを伝え合う学習が

十分にできていない。 

[学習形態の工夫] 

自分の考えを伝え合えるよう、

ペアやグループを編成する。 

[発問・指示・板書計画] 

児童の理解が深まるような板

書になっていない。 

[発問・指示・板書の工夫] 

課題からまとめまでの流れが一

目で分かるように、児童の考え

や教師の書き込みをさらに整理

していく。 

[発展的な学習指導] 

発展的な学習のプリント

を用意する。 

答えを導くまでの多様な

プロセスを考えさせるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

[教材の活用] 

図形領域において、デジタル教

材を十分に活用できていない。 

[教材の工夫] 

円や角柱の学習の際にデジタル

教材を用いて、学習内容の定着

を図れるようにする。 

[評価の方法] 

ノート、テスト、ワークシート、

発言等 

[評価の工夫] 

ノート、テスト、ワークシート、

発言等の多面的な評価を継続し

ていく。 

 

＜評価・修正＞ 

[評価]  

課題の設定を工夫したこと、板書を整理したことが、児童の学習理解につながった。 

[修正]  

デジタル教材の活用があまりできなかったので、今後活用の機会を増やしていく。 

＜実態の分析＞ 

観点別結果の分析 

（考え）示された数量を関係付けて、根拠

を明確にしながら自分の考えを記述する

ことができている。 

（技能）角の大きさ、百分率、グラフの変

化を読み取ることができる。 

（知識・理解）数直線や小数の除法の意

味、円周率の意味を理解している。 



 

 

第６学年 社会科  

児童の実態（7月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指導方法の課題＞ ＜具体的な授業改善策＞ ＜補充・発展指導計画＞ 

[課題設定] 

どこからどこまでを一単位時間

で学習するのかの設定が難し

い。 

[課題設定] 

導入からまとめまで、一連の流れ

を意識して設定するようにして

いきたい。 

[補充的な学習指導] 

読み取らせる資料を更に限

定し、何を探せば良いのか

もより明確にしていく。ま

た、調べたことを発表する

場面も逃さないようにして

いく。 

[学習形態] 

全体―教師の指導形態に偏って

しまっていた。 

[学習形態の工夫] 

児童間で意見を広める時間を設

定するようにしていく。 

[発問・指示・板書計画] 

資料を見て考察する力を養いた
い。板書で児童の意見を表示し
てきたが、ノートを書くことに
時間を費やしている。 

[発問・指示・板書の工夫] 

板書の量を必要最低限に減らし、
今の生活との結びつきなど児童
が自分の考えを深める時間を作
れるようにしていく。 

[発展的な学習指導] 

全体に示す資料だけでな

く、もっと詳しく調べるこ

とのできる資料を用意して

おく。また、調べるだけでな

く「○○と似ている」や「だ

からこうなっているのか」

等、児童の言葉で理解でき

るような声かけをしてい

く。 

[教材の活用] 

教科書や資料集の中から、学ば
せたいことを選抜して児童に提
示していく必要があると感じ
た。 

[教材の工夫] 

デジタル教科書や、ビデオ教材を
使うタイミングも考えていきた
い。 

[評価の方法] 

ノート、ワークシート、テスト、

発言等 

[評価の工夫] 

今後も同様にノート、ワークシー
ト、テスト、発言等の多面的な評
価を進めていく。 

＜評価・修正＞ 

[評価]  

その日に何を学ばせるのかを明確にして授業をプランニングすることができた。 

[修正]   

上記の成果がある一方で、児童の主体性については課題があると感じている。知りたい！という好

奇心を中心に授業が展開できるようにしていく必要がある。 

＜実態の分析＞ 

観点別結果の分析 

（思考・判断）社会的事象の原因や効果などを予測したり考えたりする力が身に付いてきて

いる。 

（技能）教科書や資料集の情報をよく読み取っている。しかし、一つの表にたくさんの情報

量が組み込まれている資料や、文字が小さかったり色が多かったりする資料では、

読み間違いをしてしまうことが多かった。 

（知識・理解）用語を理解することはよくできているが、表現するとなると間違いが生じて

しまう場面が多くあった。 

 



 

 

第６学年 理科  

児童の実態（７月現在） 
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＜指導方法の課題＞ ＜具体的な授業改善策＞ ＜補充・発展指導計画＞ 

[課題設定] 

教師から提示することが多い。 

 

[指導] 
児童の生活や経験、疑問をもと
に、課題を設定できるようにす
る。 

[補充的な学習指導] 

宿題等で復習プリントに

取り組ませ、学習内容の確

実な定着を図る。 [学習形態] 
考察の際に、一部の児童のみの
発言で学習が進んでしまうこ
とがある。 

[学習形態の工夫] 
隣の人やグループで考察した
ことを伝える時間を設定する。 

[発問・指示・板書計画] 
実験の指示が分かりにくかっ
たり、安全に取り組めなかった
りする時がある。 

[発問・指示・板書の工夫] 
可視化して説明したり、安全に
実験を行うことの必要性を話
したりする。 

[発展的な学習指導] 

教科書の発展「とびだせ！

科学」を扱うようにする。 

 

 

 

[教材の活用] 
児童の思考や理解を深めるデ
ジタル教材を有効に活用でき
ていない。 

[教材の工夫] 
一単位時間の中で、デジタル教
材を十分に扱えるだけの時間
を捻出する。 

[評価の方法] 
ノート、各種テスト、ワークシ
ート発言等 

[評価の工夫] 
ノート、各種テスト、ワークシ
ート発言等の多面的な評価を
継続していく。 

＜評価・修正＞ 

[評価]  

学習形態を工夫（ペア・少人数）したことで、一部の児童の発言のみで授業が進むことがなく 

なり、多くの児童が自分の予想や考察を述べることができた。 

[修正] 

発展的な学習を十分に扱うことができなかったので、多様な発展的な学習を取り入れていく。 

＜実態の分析＞ 

観点別結果の分析 

（思考・判断）複数の情報を関係付けなが

ら、分析して考察することができている。 

（技能）実験器具を適切に操作すること

ができている。 

（知識・理解）科学的な言葉や概念を理解

している。 



 

 

 

第６学年 体育科 

児童の実態（7月現在） 

 

 

 

 

 

＜評価・修正＞ 

[評価] 

タブレットに関しては効果的に活用できた場面が多かった。児童に実際の自身の動きを見せ 

ながら良い動きを価値付けたことで、全体へ広げる上で大変効果的であった。 

体育ノートを授業に大きく活用できた。児童の考えから授業作りをする上で効果的であった

と感じている。 

[修正] 

子供たちに楽しさを強要してしまった単元があった。何に楽しいと感じるかは児童によって 

異なるものということを踏まえて、児童主体の授業作りを目指していく必要がある。  

 

＜指導方法の課題＞ ＜具体的な授業改善策＞ ＜補充・発展指導計画＞ 

[課題設定] 

対話的という点において、児童

にはもっと意識させて指導すべ

きであった。 

[指導] 

友達と関わり、学び合う場面

を多く設定できるように工夫

して授業を計画していく。 

[補充的な学習指導] 

個別で指導する時間を増

やしたり、タブレット等を

活用して視覚的な理解を

促したりして、指導してい

く。 

[学習形態] 

いつも同じではなく、活動毎に
形態を変えたが、児童はその意
図をよく理解して学習してい
た。 

[学習形態の工夫] 

今後も活動毎に変える学習形

態を継続していく。 

[発問・指示・板書計画] 

発問を段階的にできるように心
がけたが、一人一人実態が異な
るため難しい。実態の把握を課
題としていきたい。 

[発問・指示・板書の工夫] 

指示はなるべく短くし、児童

の活動の時間を増やし、実態

の把握や指導につとめたい。 

[発展的な学習指導] 

自分の課題に合った技を

選択して行うことができ

るように、計画的に単元を

構成していく。 

 

 

 

 

 

[教材の活用] 

学習資料の活用について、児童
がどのように活用したら良いの
かまで指導しきれなかった。 

[教材の工夫] 

必要な資料を限定して児童に

示すようにする。 

[評価の方法] 

観察・体育ノート 

[評価の工夫] 

今後も観察・体育ノートでの

評価を継続していく。 

＜実態の分析＞ 

観点別結果の分析 

○（意欲・関心）全体的に関心は高く、安全面にもよく気を配っている。 

○（思考・判断）個人差が大きく、技能差に影響してきている。 

○（技能）基本的な技能についてはよく身に付いている。 


